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イ
ラ
ク
の
首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
中
心
地
に
は
、
政
府
機
関
や
諸
外

国
の
大
使
館
な
ど
が
集
ま
る
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
（
Ｇ
Ｚ
）
が
あ
る
。

Ｇ
Ｚ
は
、
Ｔ
ウ
ォ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
で
囲
ま
れ

て
い
る
。五
つ
あ
る
入
口
は
か
つ
て
何
重
に
も
検
問
所
が
設
け
ら
れ
、

一
部
の
限
ら
れ
た
人
間
の
み
が
通
過
を
許
可
さ
れ
る
、
厳
重
な
警
備

体
制
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
中
枢
に
あ
る
首
相
府
と
大
統
領
宮
殿
が
、

デ
モ
隊
に
占
拠
さ
れ
（
二
〇
二
二
年
八
月
二
九
～
三
〇
日
）、
治
安

機
関
と
の
衝
突
で
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。

　

米
国
議
会
議
事
堂
襲
撃
（
二
〇
二
一
年
）
を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ
の

事
件
だ
が
、イ
ラ
ク
で
は
過
去
に
も
同
様
の
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。

一
六
年
の
四
月
と
五
月
に
、
当
時
の
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
政
権
の
改
革
が

進
捗
を
見
せ
な
い
こ
と
に
反
発
し
た
デ
モ
隊
が
、
議
会
や
首
相
府
を

占
拠
し
た
。
今
回
の
占
拠
・
衝
突
事
件
に
先
立
っ
て
、
同
じ
く
Ｇ
Ｚ

内
の
イ
ラ
ク
議
会
が
二
度
に
わ
た
っ
て
占
拠
さ
れ
（
七
月
二
七
日

と
三
〇
日
）、
一
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
座
り
込
み
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。

八
月
二
三
日
に
は
裁
判
所
も
襲
撃
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
政
府
機
関
占
拠
事
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
張
や
混
乱
の
程

度
は
異
な
る
も
の
の
、
ム
ク
タ
ダ
ー
・
サ
ド
ル
率
い
る
サ
ド
ル
派
と

い
う
政
治
組
織
の
支
持
者
が
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。サ
ド
ル
派
は
、

二
一
年
一
〇
月
の
第
五
回
議
会
選
挙
で
第
一
党
と
な
っ
た
が
、
そ
の

後
、
新
政
権
の
形
成
に
失
敗
し
た
。
こ
う
し
て
生
じ
た
選
挙
後
危
機

が
、
今
回
の
占
拠
・
衝
突
事
件
の
直
接
的
な
原
因
で
あ
る
。

九
州
大
学
准
教
授

山
尾 

大

や
ま
お　

だ
い　

二
〇
一
〇
年
京
都
大
学
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
一
貫
制
博
士
課
程

修
了
。博
士（
地
域
研
究
）。専
門
は
比
較
政
治
学
、

中
東
政
治
、
イ
ラ
ク
政
治
。
著
書
に
『
現
代
イ

ラ
ク
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
』『
紛
争
と
国
家

建
設
』『
紛
争
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
は
か
る
』
な
ど
。

総
選
挙
か
ら
一
年
政
治
危
機
続
く
イ
ラ
ク

—
—

カ
ギ
握
る
サ
ド
ル
派
の
思
惑

八
月
末
に
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
、
サ
ド
ル
派
支
持
勢
力
と
治
安
部
隊
の

大
規
模
な
衝
突
が
発
生
し
た
。
昨
年
の
総
選
挙
か
ら
約
一
年
が

経
過
し
て
も
新
政
権
が
発
足
し
な
い
危
機
的
状
況
を
ど
う
捉
え
る
か
。

サ
ド
ル
派
の
影
響
力
、
分
裂
す
る
シ
ー
ア
派
勢
力
の
動
向
を
中
心
に
、

複
雑
な
政
治
状
況
を
読
み
解
く
。
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選
挙
制
度
の
変
更
が
も
た
ら
し
た
想
定
外
の
結
果

　

選
挙
後
危
機
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は
選
挙
結
果
と
そ
の
意
味

を
概
観
し
よ
う
。
周
知
の
と
お
り
、
二
〇
二
一
年
の
第
五
回
議
会
選

挙
（
定
数
三
二
九
議
席
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
比
例
代
表
制
か
ら
中

選
挙
区
単
記
非
移
譲
式
投
票
（
Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
）
へ
と
選
挙
制
度
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
こ
の
Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
制
度
を
う
ま
く

理
解
し
て
選
挙
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
政
党
が
、
票
を
伸
ば

し
た
。
比
例
代
表
制
と
比
べ
て
大
幅
に
死
票
が
多
く
な
る
Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｖ

で
は
、
候
補
者
の
力
量
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
各
選
挙
区
に
擁
立

し
、
候
補
者
過
多
に
よ
る
票
割
れ
や
、
少
な
す
ぎ
る
候
補
者
に
よ
る

余
剰
票
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
戦
略
に
あ
る
程
度
成
功
し
た
の
が
、
サ
ド
ル
派
（
シ
ー

ア
派
、
七
三
議
席
）
や
タ
カ
ッ
ド
ゥ
ム
（
ス
ン
ナ
派
、
三
七
議
席
）、

ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
民
主
党
（
Ｋ
Ｄ
Ｐ
、
ク
ル
ド
、
三
三
議
席
）
で

あ
っ
た
。
反
対
に
、
候
補
者
過
多
に
よ
る
票
割
れ
で
議
席
を
大
き
く

減
ら
し
た
の
が
、
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
を
掲
げ
る
政
権
中
枢

の
主
要
政
党
―
―
法
治
国
家
同
盟
（
マ
ー
リ
キ
ー
元
首
相
率
い
る
ダ

ア
ワ
党
を
基
盤
と
し
た
政
党
連
合
、
三
三
議
席
）、
フ
ァ
タ
ハ
（
人

民
動
員
隊
〔
後
述
〕
を
核
に
し
た
政
党
連
合
、
一
五
議
席
）、
国
民

国
家
勢
力
同
盟
（
シ
ー
ア
派
の
連
合
、
四
議
席
）
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
選
挙
で
は
、
必
ず
し
も
影
響
力
の
大
き
な
主

要
政
党
が
伸
び
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
フ
ァ
タ
ハ

を
は
じ
め
と
す
る
凋
落
政
党
は
、
こ
の
選
挙
結
果
を
不
当
な
も
の
で

あ
る
と
し
て
、
な
か
な
か
承
認
し
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
が
も
た
ら

し
た
多
く
の
死
票
は
民
意
を
必
ず
し
も
反
映
さ
せ
た
結
果
で
は
な

く
、
か
つ
不
当
に
票
が
操
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
批
判
し
た

の
だ
。
こ
う
し
て
選
挙
結
果
の
確
定
に
時
間
を
要
し
た
。
選
挙
結
果

の
確
定
後
一
五
日
以
内
に
最
高
裁
が
そ
れ
を
承
認
し
、
そ
こ
か
ら

三
〇
日
以
内
に
国
会
を
召
集
す
る
と
い
う
法
的
規
定
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
最
高
裁
が
選
挙
結
果
を
承
認
し
た
の
は
一
二
月
二
七

日
で
あ
り
、
よ
う
や
く
国
会
が
召
集
さ
れ
た
の
は
年
が
変
わ
っ
た

二
〇
二
二
年
一
月
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

サ
ド
ル
家
の
人
々

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
選
挙
で
第
一
党
と
な
っ
た
サ
ド
ル
派
は
、
実
の

と
こ
ろ
、
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
ほ
ぼ
全
て
の
議
会
選
挙
で
、
単
独
政
党

と
し
て
最
大
の
議
席
数
を
得
て
い
た
。
サ
ド
ル
派
が
こ
れ
ほ
ど
の
動

員
力
を
持
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
る
。
指
導
者
ム
ク
タ
ダ
ー
は
、
イ

ラ
ク
戦
争
後
の
米
軍
占
領
統
治
下
で
、市
民
の
反
米
感
情
を
イ
ラ
ク
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
う
ま
く
昇
華
さ
せ
、
社
会
正
義
を
掲
げ
て
貧
困



外交 Vol.75 Sep./Oct. 2022 108

層
の
支
持
を
得
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
た
。イ
ラ
ク
で
は
、

全
人
口
の
約
二
割
が
首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
集
中
し
、
首
都
人
口
の
三

分
の
一
が
サ
ド
ル
・
シ
テ
ィ
や
シ
ュ
ア
ラ
地
区
な
ど
の
貧
困
地
域
に

集
中
し
て
い
る
が
、
そ
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
サ
ド
ル
派
の
支
持
者

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
強
い
カ
リ
ス
マ
性
を
持
っ
た
ム
ク
タ
ダ
ー
率
い

る
サ
ド
ル
派
は
、
イ
ラ
ク
政
界
で
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
を
握

り
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
サ
ド
ル
派
の
類
い
ま
れ
な
動
員
力
は
、
ム
ク
タ
ダ
ー
の
カ

リ
ス
マ
性
の
み
で
は
な
く
、
サ
ド
ル
家
の
重
要
性
に
起
因
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
イ
ラ
ク
に
限
ら
ず
、
シ
ー
ア
派
住
民
が
多
い
中
東
の
国

（
レ
バ
ノ
ン
や
イ
ラ
ン
）
で
は
、
サ
ド
ル
家
を
知
ら
な
い
者
は
な
い
。

最
も
有
名
な
の
は
、
一
九
三
五
年
生
ま
れ
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ー
キ

ル
・
サ
ド
ル
で
、
シ
ー
ア
派
宗
教
界
の
高
位
ウ
ラ
マ
ー
（
宗
教
権
威
）

で
あ
っ
た
。
バ
ー
キ
ル
は
、
一
九
七
九
年
の
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム

革
命
で
イ
ラ
ン
の
最
高
指
導
者
と
な
っ
た
ホ
メ
イ
ニ
ー
ら
と
共
に
学

び
、
法
学
権
威
が
政
治
を
指
導
す
べ
き
だ
と
い
う
思
想
を
紡
ぎ
出
し

た
。「
法
学
者
の
統
治
」
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
政
治
体
制
論
は
、バ
ー

キ
ル
や
ホ
メ
イ
ニ
ー
が
議
論
す
る
な
か
で
生
ま
れ
た
構
想
に
他
な
ら

な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
バ
ー
キ
ル
は
イ
ラ
ク
最
大
の
老
舗
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
政
党
の
ダ
ア
ワ
党
を
創
設
し
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
な
っ

た
。
マ
ー
リ
キ
ー
元
首
相
が
党
首
を
務
め
る
政
党
で
あ
る
。

　

バ
ー
キ
ル
が
思
想
的
巨
人
だ
と
す
れ
ば
、
彼
の
い
と
こ
、
ム
ハ
ン

マ
ド
・
サ
ー
デ
ィ
ク
・
サ
ド
ル
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
運
動
の
父
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
サ
ー
デ
ィ
ク
は
、
湾
岸
戦
争
後
に
長
ら
く
禁

止
さ
れ
て
き
た
金
曜
日
（
イ
ス
ラ
ー
ム
の
休
日
）
の
集
団
礼
拝
を
再

開
し
、
空
前
の
大
衆
動
員
力
を
獲
得
し
た
。
当
時
の
イ
ラ
ク
は
厳
し

い
経
済
制
裁
下
に
あ
り
、
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
が
進
行
し
て
い
た
。

サ
ー
デ
ィ
ク
は
、経
済
制
裁
の
影
響
を
最
も
強
く
被
っ
た
貧
困
層
を
、

制
裁
を
科
し
て
い
た
米
国
を
批
判
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
金
曜
礼
拝
へ

と
動
員
し
、
日
々
の
宗
教
実
践
を
重
視
す
る
運
動
を
進
め
た
。
金
曜

礼
拝
の
再
開
に
よ
っ
て
、
人
々
は
強
権
的
な
サ
ッ
ダ
ー
ム
・
フ
セ
イ

ン
政
権
下
で
も
堂
々
と
宗
教
行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、サ
ー
デ
ィ
ク
の
草
の
根
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
運
動
は
、サ
ッ

ダ
ー
ム
・
シ
テ
ィ
（
現
サ
ド
ル
・
シ
テ
ィ
）
や
シ
ュ
ア
ラ
地
区
の
ほ

ぼ
全
て
の
住
民
を
支
持
者
に
し
、
中
南
部
地
域
を
中
心
に
、
イ
ラ
ク

現
代
史
上
ま
れ
に
見
る
動
員
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
サ
ー
デ
ィ
ク
の
影
響
力
が
拡
大
し
す
ぎ
る
こ
と
を
懸

念
し
た
フ
セ
イ
ン
政
権
は
、
一
九
九
九
年
に
長
男
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
と

次
男
ム
ア
ン
マ
ル
と
と
も
に
、
サ
ー
デ
ィ
ク
を
暗
殺
し
た
。
ム
ク
タ

ダ
ー
は
こ
の
サ
ー
デ
ィ
ク
の
息
子
で
あ
り
、
事
件
か
ら
生
き
残
っ
た

彼
は
父
の
人
気
と
基
盤
を
直
接
受
け
継
い
で
い
る
の
だ
。

　

サ
ド
ル
派
（T

ayyār S

4adrī

）
の
「
派
」
を
直
訳
す
る
と
「
潮
流
」
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で
あ
る
が
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
バ
ー
キ
ル
か
ら
始
ま
り
、

サ
ー
デ
ィ
ク
を
経
て
ム
ク
タ
ダ
ー
に
つ
な
が
る
サ
ド
ル
家
の
流
れ
を

意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
サ
ド
ル
派
の
動
員
力
を
支
え
て

い
る
の
は
サ
ド
ル
家
の
権
威
で
あ
り
、
そ
れ
は
イ
ラ
ク
社
会
に
根
を

張
る
歴
史
や
宗
教
、
文
化
的
要
素
に
も
関
連
し
て
い
る
の
だ
。

「
シ
ー
ア
派
割
れ
」
と
頓
挫
し
た
新
政
権
の
形
成

　

話
を
元
に
戻
そ
う
。
選
挙
後
危
機
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
た
の
は
、

サ
ド
ル
派
が
同
じ
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
と
の
連
立
政
権

の
形
成
を
拒
否
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

単
独
で
サ
ド
ル
派
に
及
ば
な
い
法
治
国
家
同
盟
や
フ
ァ
タ
ハ
な
ど

の
シ
ー
ア
派
主
要
政
党
は
、
サ
ド
ル
派
と
の
同
盟
の
も
と
で
ス
ン
ナ

派
と
ク
ル
ド
の
主
要
政
党
を
取
り
込
み
、
挙
国
一
致
型
の
大
連
立
政

権
の
形
成
を
目
指
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
サ
ド
ル
派
は
挙
国
一
致
内
閣

で
は
な
く
多
数
派
政
府
を
目
指
し
、
連
立
条
件
と
し
て
人
民
動
員
隊

（
Ｐ
Ｍ
Ｕ
）
の
武
装
解
除
を
提
示
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｕ
と
は
、
二
〇
一
四

年
に
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ク
で
勢
力
を
拡
大
し
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」（
Ｉ

Ｓ
）
の
掃
討
作
戦
の
た
め
に
形
成
さ
れ
た
シ
ー
ア
派
民
兵
の
ア
ン
ブ

レ
ラ
組
織
で
あ
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｕ
は
当
初
Ｉ
Ｓ
掃
討
作
戦
の
主
力
と
な
っ

た
が
、
次
第
に
解
放
区
の
ス
ン
ナ
派
住
民
へ
の
弾
圧
に
加
担
し
た
こ

と
で
批
判
を
受
け
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｕ
が
イ
ラ
ン
の
革
命
防
衛
隊
の
全
面
的

な
支
援
を
受
け
て
い
た
た
め
、
イ
ラ
ン
の
介
入
を
嫌
う
多
く
の
イ
ラ

ク
人
に
と
っ
て
、
Ｐ
Ｍ
Ｕ
は
イ
ラ
ン
の
傀
儡
で
も
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｕ

に
参
加
し
た
組
織
の
多
く
は
、
ポ
ス
ト
Ｉ
Ｓ
期
に
政
党
化
し
、
政
治

参
加
を
始
め
た
。
そ
の
筆
頭
が
フ
ァ
タ
ハ
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

サ
ド
ル
派
に
よ
る
Ｐ
Ｍ
Ｕ
解
体
と
い
う
提
案
は
、
フ
ァ
タ
ハ
や
法
治

国
家
同
盟
な
ど
の
Ｐ
Ｍ
Ｕ
を
全
面
的
に
支
持
す
る
者
に
と
っ
て
、
受

け
入
れ
難
か
っ
た
。

　

サ
ド
ル
派
も
そ
の
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い
た
。
言
い
換
え
る
な

ら
、
当
初
か
ら
シ
ー
ア
派
主
要
政
党
と
の
連
立
に
は
否
定
的
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
る
。
第
一
に
、
宗
派
民

族
横
断
的
な
政
権
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
に
は
、

シ
ー
ア
派
政
党
の
み
が
主
軸
と
な
る
連
立
政
権
は
宗
派
主
義
で
あ

る
、
と
い
う
タ
ブ
ー
が
あ
る
か
ら
だ
。
第
二
に
、
上
述
の
よ
う
な
イ

ラ
ン
の
介
入
に
対
す
る
否
定
的
な
世
論
を
前
に
、
フ
ァ
タ
ハ
と
の
連

立
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。第
三
に
、マ
ー

リ
キ
ー
元
首
相
と
サ
ド
ル
派
の
確
執
で
あ
る
。
マ
ー
リ
キ
ー
元
首
相

は
二
〇
〇
九
年
の
地
方
選
挙
に
際
し
て
「
宗
派
主
義
を
克
服
し
た
指

導
者
」
と
し
て
自
ら
を
宣
伝
す
る
た
め
に
、
同
じ
シ
ー
ア
派
の
サ
ド

ル
派
の
民
兵
（
マ
フ
デ
ィ
ー
軍
）
の
討
伐
を
南
部
で
大
々
的
に
行
っ

た
。
こ
れ
以
降
、
両
者
は
宿
敵
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
わ
け
で
、
サ
ド
ル
派
と
そ
れ
以
外
の
シ
ー
ア
派
政
党
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が
「
シ
ー
ア
派
割
れ
」
を
起
こ
し
た
の
だ
。
法
治
国
家
同
盟
や
フ
ァ

タ
ハ
を
中
心
と
す
る
シ
ー
ア
派
の
主
要
政
党
は
、「
調
整
フ
レ
ー
ム
」

と
い
う
政
党
連
合
を
形
成
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
サ
ド
ル
派
は
ス

ン
ナ
派
主
要
政
党
（
タ
カ
ッ
ド
ゥ
ム
や
ア
ズ
ム
な
ど
）
と
ク
ル
ド
最

大
の
Ｋ
Ｄ
Ｐ
と
「
救
国
同
盟
」
を
形
成
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
救
国
同
盟
も
調
整
フ
レ
ー
ム
も
、
新
政
権
の
形
成
を

進
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
救
国
同
盟
は
、
推
薦
し
た
大

統
領
候
補
を
承
認
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
三
分
の
二
（
三
二
九
議
席

中
二
二
〇
議
席
）
議
席
に
は
及
ば
ず
、
反
対
に
、
調
整
フ
レ
ー
ム
は
、

救
国
同
盟
に
よ
る
大
統
領
と
首
班
の
指
名
プ
ロ
セ
ス
を
ブ
ロ
ッ
ク
す

る
た
め
の
三
分
の
一
議
席
を
確
保
し
続
け
た
た
め
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
大
統
領
の
選
出
で
頓
挫
し
た
。
大
統
領
は
ク
ル
ド
人

か
ら
擁
立
す
る
と
い
う
不
文
律
が
あ
る
が
、
今
回
は
、
サ
ド
ル
派
率

い
る
救
国
同
盟
が
Ｋ
Ｄ
Ｐ
の
候
補
者
（
ア
フ
マ
ド
Ｋ
Ｒ
Ｇ
内
相
）
を
、

調
整
フ
レ
ー
ム
が
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
愛
国
同
盟
（
Ｐ
Ｕ
Ｋ
）
の
候

補
者
（
サ
ー
リ
フ
現
大
統
領
）
を
、そ
れ
ぞ
れ
候
補
者
に
擁
立
し
た
。

こ
の
ど
ち
ら
か
を
選
出
す
る
議
会
が
二
月
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
調
整
フ
レ
ー
ム
の
議
員
の
多
く
が
議
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
定

足
数
を
満
た
せ
ず
に
流
会
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。
三
月
に
二
回

行
わ
れ
た
大
統
領
選
出
の
た
め
の
議
会
の
い
ず
れ
も
（
三
月
二
六
日

と
三
〇
日
）、
三
分
の
二
の
賛
成
ど
こ
ろ
か
議
会
開
催
の
定
足
数
す

ら
満
た
せ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
三
回
試
み
ら
れ
た
大
統
領
選
出
の

た
め
の
議
会
は
、
い
ず
れ
も
調
整
フ
レ
ー
ム
が
、
救
国
同
盟
の
大
統

領
選
出
を
三
分
の
一
の
反
対
に
よ
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
う
し
て
新
政
権
形
成
が
完
全
に
頓
挫
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
約
八
ヵ
月
続
い
た
選
挙
後
危
機
は
、
ム
ク
タ
ダ
ー
が

六
月
一
二
日
に
サ
ド
ル
派
議
員
七
三
人
の
総
辞
職
を
発
表
し
た
こ
と

で
、
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
。
救
国
同
盟
と
調
整
フ
レ
ー
ム
の
二

つ
の
陣
営
が
公
的
な
政
治
制
度
内
で
対
立
す
る
構
造
に
変
化
が
生
ま

れ
た
の
だ
。

　

サ
ド
ル
派
は
な
ぜ
総
辞
職
を
選
択
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら

く
、
調
整
フ
レ
ー
ム
に
三
分
の
一
の
拒
否
権
を
握
ら
れ
た
た
め
、
公

的
な
制
度
内
政
治
を
通
し
た
新
政
権
の
形
成
を
諦
め
た
こ
と
が
、
そ

の
主
要
因
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
サ
ド
ル
派
は
街
頭
に
出
て
デ
モ

を
行
っ
た
の
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
行
の
選
挙
法
で
は
、
現
職

議
員
が
辞
任
す
る
と
、
同
一
選
挙
区
の
次
点
当
選
者
が
繰
り
上
げ
当

選
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
サ
ド
ル
派
が
有
し
て
い
た

七
三
議
席
の
大
半
は
、
同
じ
選
挙
区
か
ら
多
数
の
候
補
者
を
擁
立
し

て
票
割
れ
を
起
こ
し
て
い
た
フ
ァ
タ
ハ
な
ど
の
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
政
党
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
的
に
、
調
整
フ

レ
ー
ム
は
大
き
く
議
席
を
増
や
し
た
が
、
同
盟
関
係
に
あ
る
Ｐ
Ｕ
Ｋ

の
議
席
な
ど
を
加
え
て
も
一
三
〇
議
席
程
度
で
あ
り
、
三
分
の
二
と



トレンド2022

111

な
る
二
二
〇
議
席
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。
サ
ド
ル
派
総
辞
職
で
潮
目

は
変
わ
っ
た
が
、
調
整
フ
レ
ー
ム
が
圧
倒
的
多
数
派
と
な
っ
て
新
政

権
の
形
成
を
進
め
ら
れ
る
ほ
ど
に
大
き
な
逆
転
劇
に
な
っ
た
か
と
い

え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
の
だ
。

武
力
衝
突
後
も
見
え
な
い
展
望

　

最
大
勢
力
と
な
っ
た
調
整
フ
レ
ー
ム
は
、
七
月
二
五
日
、
ム
ハ
ン

マ
ド
・
ス
ー
ダ
ー
ニ
ー
（
元
人
権
相
、
労
働
社
会
問
題
相
、
産
業

相
、
貿
易
相
、
財
務
相
、
移
民
・
難
民
相
、
農
業
相
を
歴
任
）
を
首

班
指
名
候
補
者
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
ス
ー
ダ
ー

ニ
ー
は
宿
敵
マ
ー
リ
キ
ー
元
首
相
に
近
い
」
と
す
る
ム
ク
タ
ダ
ー
の

批
判
を
受
け
、
サ
ド
ル
派
の
支
持
者
が
七
月
二
七
日
に
Ｇ
Ｚ
に
乱
入

し
、議
会
を
占
拠
し
た
。
デ
モ
隊
は
短
期
間
の
う
ち
に
撤
退
し
た
が
、

三
日
後
の
三
〇
日
に
再
び
数
千
人
の
サ
ド
ル
派
支
持
者
が
議
会
に
乱

入
し
、
解
散
総
選
挙
と
連
邦
裁
判
所
の
判
事
交
代
な
ど
の
抜
本
的
改

革
を
要
求
し
た
（
解
散
総
選
挙
の
要
請
は
最
高
裁
が
九
月
七
日
に
否

決
）。
二
度
目
の
議
会
占
拠
は
一
ヵ
月
ほ
ど
続
い
た
が
、
こ
こ
ま
で

は
武
力
衝
突
も
な
く
平
和
的
な
座
り
込
み
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

ム
ク
タ
ダ
ー
が
八
月
二
九
日
に
政
治
活
動
か
ら
の
引
退
を
表
明
す
る

と
、
同
日
中
に
サ
ド
ル
派
の
民
兵
（
平
和
旅
団
、
マ
フ
デ
ィ
ー
軍
か

ら
改
名
）
が
Ｇ
Ｚ
に
乱
入
し
、
治
安
部
隊
や
Ｐ
Ｍ
Ｕ
と
交
戦
し
始
め

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
占
拠
・
衝
突
事
件
は
、
三
〇
日
に
ム
ク
タ
ダ
ー
が
民
兵
と
デ

モ
隊
に
撤
退
を
命
じ
た
こ
と
で
鎮
静
化
し
た
。
と
は
い
え
、
一
連
の

出
来
事
は
、
サ
ド
ル
派
の
動
員
力
と
影
響
力
の
強
さ
を
改
め
て
浮
き

彫
り
に
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
街
頭
行
動
に
お
け
る
組
織
的
な
動
員

力
は
、
イ
ラ
ク
で
は
サ
ド
ル
派
の
右
に
出
る
者
は
な
い
。
選
挙
後
危

機
を
克
服
し
、
新
政
権
の
形
成
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
サ
ド
ル
派

を
取
り
込
む
か
、
少
な
く
と
も
同
派
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
と
い
う
点
を
、
制
度
外
政
治
を
使
っ
て
証
明
し
た
、
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
「
シ
ー
ア
派
割
れ
」
を
調
整
し
、
サ

ド
ル
派
や
そ
れ
以
外
の
政
党
の
仲
を
取
り
持
っ
て
い
た
の
は
、
イ
ラ

ン
で
あ
っ
た
。
よ
り
正
確
に
は
、
革
命
防
衛
隊
ゴ
ド
ゥ
ス
の
ス
ラ
イ

マ
ー
ニ
ー
司
令
官
が
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。だ
が
、

二
〇
二
〇
年
一
月
に
米
国
に
暗
殺
さ
れ
て
か
ら
、
イ
ラ
ク
政
治
を
最

終
的
に
調
整
で
き
る
人
物
が
い
な
く
な
っ
た
。
今
回
の
長
引
く
選
挙

後
危
機
と
一
連
の
衝
突
事
件
の
根
本
的
な
要
因
が
調
整
者
の
不
在
に

あ
る
と
す
れ
ば
、
イ
ラ
ク
内
政
の
混
乱
は
す
ぐ
に
は
収
ま
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
レ
バ
ノ
ン
の
ご
と
く
「
決
め
ら
れ
な
い
政

治
」
が
続
く
な
ら
ば
、
そ
の
不
安
定
の
連
鎖
が
他
の
中
東
地
域
に
波

及
す
る
と
い
う
危
険
性
も
孕
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
●




